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〈要旨〉 

本稿は，単体および連結財務データ別に設備投資動向を実証分析した．設備投資が順調

に増加した期間と比較すると，GDP 統計や法人企業統計の原データである単体の分析結果

では，リーマンショック以降に，日本の輸出企業は設備投資の水準を有意に低下させてい

る．一方で，連結の分析結果では，設備投資の水準が有意に増加している．単体と連結の

設備投資動向の差異は，海外での設備投資増加が輸出企業全体に拡大していることが主な

要因と考えられる． 
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